
 

 

 

 

 

別紙③ 

平成 30年度 東京 23区清掃一部事務組合のダイオキシン類測定結果 

(注 1) ダイオキシン類対策特別措置法に基づく排ガスの基準値 0.1ng-TEQ/㎥ N 

(注 2) ng(ナノグラム)とは 10憶分の 1グラムを表す単位 

(注 3) ㎥ N(ノルマル立法メートル)とは 0℃、1気圧の状態に換算した気体の体積 

出典：東京二十三区清掃一部事務組合 HPより 

平成30年度　東京23区の清掃工場におけるごみ組成分析結果

可燃分 灰分

板橋 39.52 54.35 6.13 44.79 5.89 22.16 24.34 1.20 1.62

多摩川 40.12 53.01 6.87 44.87 4.67 23.37 23.49 1.19 2.41

足立 36.56 56.47 6.97 46.03 6.51 23.12 20.55 1.28 2.51

品川 36.46 56.50 7.04 46.79 4.33 21.75 24.16 1.28 1.69

葛飾 40.40 50.84 8.76 44.96 8.37 20.31 22.16 1.31 2.89

世田谷 37.76 55.75 6.49 47.05 5.20 22.89 21.86 1.15 1.85

大田 38.62 55.22 6.16 46.38 4.09 22.56 23.76 0.93 2.28

練馬 42.13 50.70 7.17 44.80 7.85 18.61 26.03 1.18 1.53

杉並 39.95 52.35 7.70 46.34 6.71 20.03 23.42 1.43 2.07

平均 39.06 53.91 7.03 45.78 5.96 21.64 23.31 1.22 2.09

工場名

出典：東京二十三区清掃一部事務組合HPより
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資源循環型施設におけるプラスチック類の考え方

資料２－１のとおり３Rを基本として、プラスチック類は燃
やせるごみとして受け入れない。


